
【薬剤】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網拗け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目線こおいて「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  ／虹項目の例示  

C13 薬の効くプロセス   （り稟の作用と生体内運命   薬の運命   薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わり  

薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）（列挙）、その意慈  

経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶解など）  

染物の生体内分布における循環系の重要性  

生体内の薬物の主要な排泄経路（碗示）  

（ヰ）薬物の臓器への到達と消失   吸収   薬物の主な吸収部位（列挙）  

消化管の相通、機能と薬物吸収の関係  

受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴  

能動輸送の特徴  

非経口投与枚の部位別の薬物吸収  

薬物の吸収に影管する因子（列挙）  

分布  染物が生体内に取り込まれた後に組織間で濃度差が生じる要因  

薬物の脳への移行の他用と血液一脳間門の章職  

薬物の胎児への移行の捷用と血液一胎盤間門の意教  

薬物の体液中での存在状態（血腫タン／くク縮合など）、組織への移行との関連性  

薬物分布の変動葉風（血流造、タン／くク結合性、分布容撒など）  

分布容漬が著しく大きい代表的な薬物（列挙）  

代養的な薬物のタンパク持合餉を測定できる  

代紺   薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位（列挙）  

薬物代謝が薬効に及ぼす影鮮  

薬物代謝様式とそれに関わる代鼓的な酵素（列挙）  

シトクロムP－450の構造、性質、反応様式  

薬物の酸化反応（具体例）  

薬物の還元・加水分脈、抱合（具体例）  

薬物代掴酵席の変動要値（読埠、阻沓、加齢、SNPsなど）  

初回通過効果  

肝および固有クリアランス  

排泄   腎における排泄闇朋  

腎クリアランス  

糸球体ろ過速度  

胆汁申排池  

腸肝循環、代表的な腸肝循王繁の薬物（列挙）  

唾液・乳汁中への排泄  

尿中排泄牢の高し＼代表的な染物（列挙）  

相互作用   薬物動牒に起因する相互作用（代表例）、回避のための方法  

薬効に起因する相互作用（代表例）、回避のための方法  

（5）薬物勤倦の解析 薬動学   薬物動俵に㈲わる代表的なパラメーター（列挙）  

薬物の生物学的利用柾の意味とその計文法  

線形トコンパートメントモデルを説明し、これに纂づいた帥井ができる 

線形2ニコシバ⊥トメントモデルを扶明し、これに基づいた肘井ができる  

線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの適い  

生物学的半減期を蟻明じ、打算でせる  

全身クリアランスについて視明し．什暮できる  

非線河多性の薬物動態（具体例）  

モデルによらない薬物動態の解析法（列挙）  

薬物の肝および甘クリアランスの什貫ができる  

点滴叶注の血中濃度折井ができる   
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連続性与における血中i度竹井ができる  

TDM（TherapeuticDrugMoTlitorjng）  治療的薬物モニタリング（TDM）の意  

TDMが必要とされる代表的な薬物（列挙）  

染物血中1度の代表的な測定法を実施できる  

至適血中濃度を維持するための投与計画、薬動学的パラメーター  

代喪的な薬1如こついてモデルデータから投与書十圃をシミュレートできる   

C16 垂卓斉椚ヒのサイエンス   （1〉製剤材料の性質  物質の溶解  溶液の濃度と性質  

物質の溶解とその速度  

溶解した物質の膜透過速度  

物質の溶附こ対して酸・塩基反応が果たす役割  

分敗系  界面の性質  

代表的な界面活性化剤の維持と性質  

乳剤の型と性質  

代表的な分散系（列挙）とその性質  

扮敗粒子の沈降現象  

製剤材料の物性  流動と変形（レオロジー）の概念、代表的なモデル  

雁分子の用達と高分子溶液の性質  

製剤分野で汎用さ九てる高分子の物性  

粉体の性質  

製剤材料としての分子集合体  
薬物と製剤材料の安定性に霹；押する要園、安定化方法（列挙）  

粉末X繰回析測定法の原理と利用法  

製剤材欄の物性を測定できる 

（2）剤形をつくる・  代表的な製剤  代表的な剤形の沌放と特徴  

代表的な凰形製剤の種類と性㌍  

代表的な半固形製剤の牲持と性質  

代表的な液状製剤の唖畑と性質  

代表的な無菌製剤の種類と性質  

エアゾール剤とその類似製剤  

代表的な製剤涌加物の沌類と性質  

代表的な製剤の有効性と安全性評価法  

製剤化  製剤化の単位操作および汎用される製剤機稚  

■拉躊作を姐み合わせて代表的製剤を別製する  

汎用される容器、包装の柚類や特撒  

製剤試験法  日本薬局方の製剤に閑逃する試験法（列挙）  

日本薬局方の製剤に閑1ずる代表的な賦払法を実施し、晶貫書理に適用できる  

（3）DDS（薬物送達システム）  DDSの必要性  従来の医薬品製剤の有効性、安全性、低弾性における主な問題点（列挙）  

DDSの概念と有用性  

放出制御型製剤  放出制御型製剤（徐敵性製剤を含む）の利点  

代表的な放出制御型製剤（列挙）  

代表的な徐放性製剤における徐放化の手段  

徐放性製剤に用いられる製剤材料のキ塵伐と性質   

経皮投与製剤の特徴と利点  

腸溶製剤の特徴と利点  

クーゲティング  ターゲッティングの概要と意叛  

代表的なドラッグキャリアアー（列挙）、そのメカニズム  

プロドラッグ  代表的なプロドラッグ（列挙）、そのメカニズムと有用性   

その他のDDS  代表的な生体膜透過促進法   
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【病態・薬物治療】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  小項目の例示   

C14 薬物治療   （1）体の変化を知る   症候   以 

症候＝発熱、臨痛、発疹、黄痘、チアノーゼ、脱水、浮腫、悪心・嘔吐、喋下降筈、腹掛下痢、便秘、腹部瞳 
満、貧血こ出血傾向、胸痛、心悸先進・動悸、高血圧、低血圧、ショック、呼吸囲臥咳、口渇、月経異常、痛  
み、意粗糖嘗、運動匝害、知賞帖害、記憶睦言、しびれ、けいれん、血尿、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力  
障害、めまい◆  

i 症候と臨床検査値   代表的な肝臓梯能検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

I 代表的な腎臓機能検査（列挙）、その検査他の異常から推測される主な疾病（列挙）  

I 代表的な呼吸機能検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

9 代表的な心臓削E検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

。 代表的な血液および血温故固検査（列挙）その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

代表的な内分泌・代紺疾患に関する検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  
2 感染時および炎症時に認められる代表的な臨床検査値の変動  
。 悪性腫瘍に㈱する代表的な臨床検査（列挙）抽測される腫瘍部位（列挙）  

〝 尿および糞便を用いた代表的な臨床検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

動脈血ガス分析の検査項目（列挙）、そめ検査値の臨床的意厳  

代表的なバイタルサイン（列挙）  

（2）疾患と染物治療（心臓疾患等）   薬物治療の位置づけ   代表的な疾患における薬物治療と非薬物治癒（外科手術、食事療法など）の位置づけ  

適切な治療薬の遺択についてご薬効薬理こ’薬物船脚＝基づいて判断できる  

心腿・血管系の疾患   心臓および血管系における代表的な疾息（列挙）  

不整脈の病随生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

心不全の病態生理、適切な治癒巣、およぴその使用上の注意  

高血圧の病態生理適切な治療薬 およぴその使用上の注意  

虚血性心疾應の病態生理、適切な治療軋およぴその使用上の注意  

疾患：閉塞性動脈硬化症、心原性ショック  

血液・迂血器の疾患－   血液・造血層別＝おける代表的な疾庇（列挙）  

貧血の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

白血病の病他生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

播種性血管内凝固症候群（DIC）の病態生理、適切な治療薬およぴその使用上の注意  

疾患：血友病、悪性リン／く腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・甚栓  

消化器系疾患   消化器系の部位別（食道、胃十二指腸ノJ、順・大臥胆道、肝臓、降賦）の代表的な疾患（列挙）  

消化性潰瘍の病一胎生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

腸炎の病憑生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意・  

肝炎・肝硬変の病使生理、適切な治煎薬、およぴその使用上の注意  

膵炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：食道惑、胃癌、肝駄犬腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆石症、虫垂炎、クローン病  

総合演習   指定された疲■俄について必羊な什輯を収▲しこ適切な薬物治療法をキ菓ナることができる  
く3）疾患と染物治療（腎臓疾患等）   腎臓・尿路の疾患   腎臓および尿路における代表的な疾患（列挙）  

腎不全の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：糸球体腎炎、頼尿病性腎症、尿路僅染症、薬剤性腎症、尿路結石  

生殖器疾患   男性および女性生殖器に㈲する代表的な疾鹿（列挙）  

冊立瞼肥大症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：爪立牌癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症  

呼吸器・胸部の疾患   肺と気道に関する代表的な疾患（列挙）  

閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺気腫）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  
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疾患二 上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳癌  

内分泌系疾患   ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患（列挙）  

甲状腺機能異常症の病憶生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

ケンシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：上皮小休機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病  

代謝性疾患   糖尿病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

高脂血症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

高尿酸血症・痛風の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

神経・筋の疾患   神経・筋に関する代表的な疾患く列挙）  

脳血管疾患の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

てんかんの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

パーキンソン病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

アルツハイマー病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：重症筋無力症、脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、■一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆  

総合演習   指定された疾1例について必事な付紐を収♯し、適切な薬物治療法を考藁することができる  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患等）   精神疾患   代表的な精神疾鹿（列挙）  

統合失調症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

うつ病、躁うつ病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：神経症、心身症、葉物依存症、アルコール依存症  

耳毘咽喉の疾患   耳良咽喉に関する代襲的な疾患（列挙）  

め辛いの病化巨生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：メニエール病、アレルギー性罠炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎  

皮膚疾患   皮膚に関する代表的な疾偲（列挙）  

アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

皮膚真菌症の病億生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾虎：尋麻疹、製疹、水病症、舵痢、任地性皮侶炎、光線過敏症  

眼疾患   眼に関する代表的な疾患（列挙）  

緑内障の痛憤生理、適切な治療染、およぴその使用上の注意  

白内陸の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：結膜炎、網膜症  

骨・関節の疾患   骨、関節に関する代表的な疾庇（列挙）  

骨組拉症の病憶生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

慢性関節リウマチの病儲生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患二 変形性関節症、骨軟化症  

アレルギーーー・・免疫疾鹿   代表的なアレルギー・免疫に関する疾患（列挙）  

アナフィラキシーショックの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

自己免疫疾患（全身性エリテマトーデスなど）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

後天性免疫不全症の病一店生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

移植医療   移相に関連した病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

揉和ケアと長糊所蒸   癌性痔痛に対して使用される薬物（列華）、使用上の注意  

長期療養に付随する合併症（列挙）、その薬物治療  

総合演習   指定された疾患例について必書な付紐を収♯し．適切な薬師台療法をキ＃することができる  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う   悠染症   主な感染症（列挙〉、その病態と原画  

抗菌薬   抗菌薬の作用点に基づく分類  

代表的な抗菌薬の基本相違  

代表的なβうクタム系抗画薬の抗菌スペクトルに基づく分枝、有効な感染症（列挙）  

テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症（列挙）  

マクロライド系抗菌渠の抗菌スペクトルと、有効な焙染症（列挙）  

アミノ配擁体系抗菌薬の抗菌スペクトルに基づく分類、有効な感染症（列挙）  

ビリドンカルポン酸系抗菌菜の抗菌スペクトルと、有効な感染症（列挙）   
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サルファ薬（ST合剤を含．む）の有効な感染症（列挙）  

代表的な抗結核薬（列挙）、作用椴序  

細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（列挙）、その作用撒序  

代表的な抗菌薬の使用上の注意  

特徴的な組織移行性を示す抗菌薬（列挙）  

抗原虫・寄生虫薬   代表的な抗原虫一事生虫薬（列挙）、作用機序および臨床応用  

抗其薗薬   代表的な抗真菌凛（列挙）、作用披序および踵床応用  

抗ウイルス薬   代表的な抗ウイルス薬（列挙）、作用撒序および臨床応用  

抗ウイルス薬の併用療法において考応すべき点（列挙）  

抗菌薬の耐性と副作用   主要な化学療法薬の耐性檻絹他用  

主要な化学府法薬の主な副作用（列挙）、その症状  

悪性腫瘍の病態と治療   悪性腫瘍の病！遁生理、症状、治療  

悪性腫癌の治療における染物治療の位置づけ  

化学療法薬が有効な悪性腫瘍（治療例の列挙）  

抗悪性腫癌薬   代表的な抗悪性腫瘍薬（列挙）  

代表的なアルキル化薬（列挙）、作用機序  

代表的な代謝桔抗薬（列挙）、作用城序  

代表的な抗腫瘍抗生物質（列車）、作用挽序  

抗腫瘍薬として用いられる代表的な植物アルカロイド（列挙）、作用捷序  

抗腫瘍薬として用いられる代表的なホルモン㈲適薬（列挙）、作用拙序  

代表的な白金描休（列挙）、作用撒序  

代表的な抗悪性腫瘍薬の基本構造  

抗悪性腫瘍薬の耐性と副作用   主要な抗詔性腺癌巣に対する耐性狂神城捕  

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用（列挙）、その症状  

副作用軽減のための対処法   

C15 薬物治療に役立つ仲朝   （1）医薬品情報   情報   医製品として必沃の情報（列挙）  

医薬品甘掛こ関わっている楯樋（列挙）とその役割  

医薬品の開発過程で得られる情報の梢粗（列挙）  

医薬品の市販峻に得られる情報の種類（列挙）  

医薬品情報に㈲係する代表的な法棟と制度  

作朝源   医廃品伯東源の一次資料、二次資料、三次資料  

医薬品情報涌としての代表的な二次費料、三次資料（列挙）とそれらの特徴  

厚生労働省、製染企業などの溌行する資料（列挙）とそれらの特徴  

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけと用途  

医薬品滝付文書（医療用、一眼用）に妃隠される項目（列挙）とその必要性  

医薬品インタビューフォームの位置づけと用途  

医療用医薬品添付文暮と医薬品インタビューフォームの使い分lナ 

収集・評価・加工・提供t管理   目的（鋤■鋤■」腋什用．相互≠欄Lオ欄川柑．は■への投与、ヰ■など）に食った1切な川■輝奮立択し」相川冊■書抜嚢、収暮で蕾も  

医薬品†椚臣を質的に評価する際に必要な基本的項目（列挙）  

医薬品情報を目的に合わせて適切に加エ」穫供できる  

医薬品什疇の加エこ壌供、t理の際に、知的所有穐、▲守秘書杵に配慮する 

主な医薬品情胡の提供手段（列挙）、それらの特徴  

データベース   代表的な医薬品情報データベース（列挙）、それらの特徴  

医学！薬学文♯デ「タぺ≠ス検束におけるキ「ワ「ド1ニジソ÷ラスの暮羊性を理解し1．適切に検索できる 

インタ写本ットなどを利用Lて代喪的な医薬品情報を説明できる 

EBM（Evid8nCe－8as8dModicine）   EBMの基本据念と有用性  

EBM葵践のプロセス  

臨床研究法（ランダム化比較書式験、コホート研究、症例対照研究など）の長所と短所  

メタアナリシスの概念宮理欄し、結果を評価できる  

真のエンドポイントと代用のエンドポイントの速い 

鮪床適用上の効果指標（オッズ比、必要治療数、相対危険度など）  

総合演習   医薬品の採用、避択に当たって検討すべき項目（列挙）  

医薬品に関する嬢文を絆価こ丁要約し、臨床上の間越を解決するために必要な什報を提示できる  

（2）患者情報   †嗣良と情報源   薬物治療に必要な患者基本情報（列挙）   
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患者情報源の碩粗（列挙）、それぞれの違い  

収集・評価・管理   問遁志向型システム（POS）  

典丘、・鯵膚軋看護托鉢などから患者墓本州輯を収集できる 

1書17介仕者との適切なインタビ土＋から▲書暮本情報を収暮できる∴■、丁  

得られた鳥春情欄から医薬品の効果および劃作用などを評価し、対処法を捜藁する 

SOAPなどの形式で患者紀緑を作成する  

チーム医療において患者情報を共有することの重要性を感じとる  

息書付嶋の取恥＼において守秘t務を遵守し、t理の王事性を睨明できる  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   遺伝的素因   薬物の作用発現に及ぼす代表的な遺伝的素因（例示）  

薬物動態に影坪する代表的な迫伝的素因（例示）  

遺伝的素因を考慮した薬物治療（例示）  

年齢的要因   新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点  

幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点  

高齢者に対する薬物治療で注意すべき点  

生理的要因   生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点  

授乳姉に対する薬物治療で注意すべき点  

栄養状腰の異なる患者（肥満など）に対する薬物治療で注意すべき点  

合併症  腎隋疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点  

肝躾疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点  

心臓疾思を伴った愚者における薬物治療で注意すべき点  

投与計画   患者固有の薬勧学的／くラメ一夕」を用いで投与鮒阿ができる 

ポピュレーションファーマコキネテイクスの柵念と応用  

薬動力学的／くラメ一夕ーを用いて投与書十画ができる  

薬物作用の日内変動を老成した用法   
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【法規・制度・倫理】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  小項月の例示  

C17 医薬品の開発と生産   （1）医薬品開発と生産のながれ   医薬品開発のコンセプト   医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子（列挙）  

疾病統計により示される日本の疾病の特徴  

医薬品市場と開発すべき医薬品   医療用医薬品で日本市場及び世界市場での売上高上位の医薬品（列挙）  

新規医薬品の価格を決定する要国  

ジェネリツク医薬品の役割  

希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性  

非臨床試験   非臨床試験の目的と実施概要  

医薬品の承認   班床試験の巨的と実施概要  

医薬品の販売承認申邑‡力＼ら承認までのプロセス  

市販後調査の制度とその意叛  

医薬品触発における国際的ハーモナイゼーション（ICH）  

医薬品の製造と品質管理   医薬品のエ菓的規模での製造工程の特色の開発レベルのそれとの対比  

医薬品の品質管理の意叛と薬剤師の役割  

医薬品製造における甥境保全に配慮すべき点とその対処法  

規範   GL｝（QB．dL●bor＋tt・rYPr・Qtk■）、GMP（6研一N－rd．BtLX■■■Pr－GtiE4）．QCP（000dC■，k■lPr－’tic－）、GPl虞SF．（G00dPoIt－H■rl－th（SurY■iN－∩’．Pr▲山i。■）の轡噸と慧1  

特許   医薬品創製における知的財産権  

薬害   化■的な■書の鋼（サリドマイド．スtン、抑止払血膿山札ソリブジンむどlについて、モの仲田と杜■的γ1喜ば明し．こ九古田五十もための手l蒙古H■ナる  

（4）治抜   治験の意麹と業務   治験に関して↑ルシンキ五首が意図するところ  

医薬品創製における治験の役割  

治験（第Ⅰ－、ⅡおよぴⅢ相）の内容  

公正な治鹸の推進を確保するための制度  

治験における被験者の人権の保旺と安全性の確保、および福祉の重要性  

治験業殊に携わる各組織の役割と責任  

治峻における薬剤師の役割   治験における薬剤師の役割（治験薬管理者など）  

治版コーディネーターの業務と責任  

治版に階し、被験者に説明すべき項目（列挙）  

インフォームド・コンセントと治験什吼こ如する守秘義務の1稟性について討膿する  

（5）バイオスタテイスティクス   生物統計の基礎   柵無仮左見の概念  

バラメトリック検定とノン／くラメトリック検定の使い分け  

主なニ♯蘭の平均柵ゐ蓋の檎定法 

ズ2検定の適用できるデータの特性を説明し、・実施できる 

t小二集注による眞■回帰を説明できこ1司帰係数の有意性を檎定できる  

主な多重比較検定法（分散解析、Dunn8tt検定、Tuk叩検定など）  

主な多変出解析の搬要  

臨床への応用   臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダム化比較試鹸）の特色  

／くイアスの碩頬と特徴  

／くイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダム化）  

リスク因子■の評価とし七‘、オらズ比、相対危険庇および償♯区間l＝ついて扶明し．軒貫できる 

基本的な生存時間解析法（Kap】抑－Mai8r曲線など）の特徴   

C18 薬学と社会   （1）薬剤師を取り巻く法律と制度   医療の担い手としての使命   薬剤師の医療の抱い手としての倫理的t任を白鷺するj！i 

医療過軋リスクマネ⊥ジメントたおける薬剤師のt饉と■精を果たす  

法樺と制度   薬剤師に閑適する法令の相成  

薬事法の重要な項目（列挙）とその内容  

延剤師法の重要な項目く列挙）とその内容  

薬剤師に㈲わる医療法の内容  

医師法、歯科医師法、保触師助産師看旺師法などの㈲迎法規と薬剤師の関わり  

医薬品による副作用が生じた場合の被害救済制度とその内容  

製造物責任法  

管理薬   麻薬及び向精神薬取締法、規制される代表的な医薬品（列挙）  

抑
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覚せい剤取締法、規制される代表的な医薬品（列挙）  

大麻取締法およぴあへん法  

毒物及び劇物取締法  

放射性医薬品   放射性医薬品の管理、取扱いに閲する基準（放射性医薬品基準など）および制度  

代表的な放射性医薬品（列挙）、その品質管理に関する試験法  

（2）社会保障制度と薬剤経済   社会保障制度   日本における社会保障制度のしくみ  

社会保時制度の中での医療保険制度の役割  

介吾輩保険制度のしくみ  

高齢者医療保険制度のしくみ  

医療保険   医療保険の成り立ちと現状  

医療保険のしくみ  

医療保険の柑精（列挙）  

国民の福祉唯康における医療保険の貢献と問題点  

製剤経済  国民医療費の動向  

保険医療と薬価制度の関係  

診療報酬と薬価基準  

医療費の内訳  

薬物治療の経5斉評価手法  

代表的な症例をもとに、薬物治療を軽済的な観点から僻析できる  

（3）コミュニティーファーマシー   地域薬局の役割   地域薬局の役割（列挙）  

在宅医療および居宅介旺lこおける薬局と薬剤師の役割  

学校薬剤師の役割  

医薬分兼   医薬分業のしくみと意撥  

医薬分tの現状を概脱し：将来像を層望する  

かかりつけ薬局の意薮  

薬局の業務運営   保険薬剤師療養担当規則および保険医療養担当規則  

薬局の形態および業務運営ガイドライン  

医薬品の流通のしくみ  

調剤報酬および開削報酬明細響（レセプト）  

OTC薬，セルフメディケーション   地域性民のセルフメディナ÷ショシのために薬剤師が果たす役割を折鶴する  

主な一般用医薬品（OTC薬）（列挙）、使用目的  

漢方薬、生活改香典、サプリメント、保健他紙食品   

ヒューマニズム   G）生と死   生命の尊礁   人の民生ご∴成員さ加齢こ死わ意味をキ精し．肘鵬する 

胞生に関わる倫理的間焔（生殖技術、クローン技術、出生前診断など）の概略と問岨点  

医療に関わる倫理的間越（列挙）、その概略と間娼点  

死に関わる倫理的間輔（安楽死、ヰ腋死、脳死など）の概略と聞鮎点  

自らの体験を通して、㌧生命の暮さと医療の関わりについて肘丑する  

医療の目的   予防、治療、延命、00L  

先進医療と生命倫理 医療の進歩（遺伝子診断、遺伝子治療、移掛再生医療、如病治療など）に伴う生命規の変遷  

② 医療の担い手としてのこころ柿え   社会の期待   医療の抱い手として」ヰ社会の与ユズに常に目を向ける 

医療の追L、手とじて、羊社会の与÷ズに対応する方法を提案する 

医療わ姐しヰにふさわしい態度を示す 

医療行為に関わるこころ捕え   ヘルゝンキ五官の内容  

医療の担い手が守るべき倫理規範  

インフォームド・コンセントの定積と必要性  

鳥書わ1本的檀制と自己決定繊をキ1する 

医療事故回避め1手性を白ぢ中書集で養親する∴＝て  

研究活動に求められるこころ捕え   研究に必事な独創的考え方ざ他力憲■成するこ・±ニノ∴′∴＝ナ∴≠  

研究者に求められるこ自立した鰭應雇身につける・・′J二  

他の研究者の鸞見を理♯しこノ肘小ずる能力を井につけるこ十J  

医薬品の創製と供給に関わるこころ珊え   医薬品わ刑製と供給が社射±及ぼナ影■に常に目を向ける  

医薬品の使用に囲わる事故回避の工事性を自ら、の書＃で蒙現する∴  

自己学習・生涯学習   医ホに関わる緒間欄から‘ご自ら繹虻を見出し‘さそれを解決する能力を■成する 

医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを庇撫する 

7
 
8
 
q
）
 
（
U
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
q
）
 
■
U
 
1
 
2
 
＜
J
 
4
 
5
 
6
 
7
 
0
U
 
q
〉
 
■
U
 
－
 
つ
ー
 
3
 
4
 
5
 
丘
U
 
「
′
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
n
O
 
9
 
0
 
・
－
 
ク
ー
3
 
4
 
5
 
亡
リ
 
7
 
n
U
 
q
）
 
∩
）
 
 

5
 
 

0
 
0
5
 
0
5
 
0
6
 
0
6
 
0
6
 
0
6
 
0
6
 
0
 

▲
l
－
 
▲
1
 
 
 
－
 
 
 
－
 
 
 
T
 
l
 
l
 
 
1
 
 
1
 
一
l
 
一
．
－
 
．
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
一
．
－
 
 
1
 
 
一
一
 
 
一
■
 
 
l
 
l
 
 
†
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
．
1
－
 
1
 
 
1
－
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
一
．
■
 
 
一
J
．
．
 
■
．
■
 
 
1
 
．
1
 
一
■
 
 
l
 
・
－
 
 
 
－
 
 
 
■
－
1
 
・
1
 
 
1
 
 
 



③ 信頼関係の確立を目指して   コミュニケーション   言語的および非音   ンの方法  

意思、情報の伝達  

相手の立場こ文化、習慣などにようて、コミュニケーションのあり方が異なること（例示）  

相手の気持ちに配慮する   対人関係に影閻を及ぼす心理的要因  

柏手の心理状態とそゐ変化に配慮して適切に対応する  

対立貴慮をヰ暮ビ   決法を見出すこと加できる 

患者の気持ちに配慮する   病気が患者に及ぼす心理的影甘  

患者の心理状態を   把獲じこ配慮する 

点者の＃族由心理   状態を把攫じで配■す古’・㌻： 

患者鰻その＃族め持う価徹観が多軸であることを随掛し、柔軟に対応できるよう努力する 

不自由体鹸などめ休職学習を通じてご点者の気持ちについて射止する 

チームワー・ク   チームワークの重要性（例示）  

チ⊥ムに参加し、■協   榊的態度で役劃を果たす 
自己の能力の限界   を認圧しこ仏事に応じて他者に嬢助を求める  

地域社会の人々との信頼関係   薬の専門家と地域社会の㈲わり（列挙）  

薬の専門モに対する地域社会のニーズを収簾し、肘擁する 

イントロダクション   ①楽学への招待   薬学の歴史   薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割  

楽節  変遷の歴史  

薬剤師の活動分野   薬斉  野（医療他聞、製薬企業、衛生行政など）  

楽斉  く医  一冊チームの鞭唖（列挙）、その仕事  

医  品の適正使  割  
医薬品の創紺こお  

疾病の予防および址康管理における薬剤師の役割  

楽について   r薬とは何か」  

梁の発見の歴史（具体例）  

化学物質が医薬品   として治療に使用されるまでの流れ  

種々の剤形とその使い方  

一他用医薬品と医療用医薬品の違い  

現代社会と薬学との接点   先端医療を支える医薬品開発の現状  

麻薬、大麻、兜せい剤などを乱用することによる咄凍への影閻  

薬害（具体例）、その背景  

日本薬局方   日本薬局方の意叛と内容  

総合演習   筐点  と薬剤師の関  わりについて考えを述べる  
身近な医薬品昔日本葉局方などを用いて糾ヰるト ■・  

②早期体験実習  鋼院ヒおける暮刑師および他の匿■如・シラの■環を見附し∴その1暮性たっいて自分の霊泉を手とれ無量する 

開局  薬剤師め1務  を見聞しこノその1羊性にづいて自分の貴腐虐まとめこ発表する1さ 

岨ホ  企集および保鑓叶生．櫨よに隅わる行政櫨蘭わ義輝を見聞しト社会においt果たしている役刊について肘■する  

保償、積祉の1蔓性を具体的な体麟に基づいて発褒する  い   
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